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◆国道２９４号の歴史
白河市内の国道２９４号は、かつて奥州街道（明治以降は陸羽街道）と言われる歴史ある街道筋で
す。
現在の道筋は、１６２７年に白河藩が成立し初代藩主となった丹羽長重（にわながしげ）が城下町の
再整備や奥州街道のルート変更を行い、現在の中心市街地の基礎を築いたとされており、現在に至
るまでほぼ変わることなく幹線道路としての役割を担ってきたルートです。

◆国道２９４号のいま
車社会となった現代にあっては、白河市内では城下町の名残からクランク状の曲がり角が多く、ま
た十分な歩道幅も取れないことから、自動車交通並びに歩行空間の安全性が確保できない状況と
なっています。
市内での安全な通勤・通学や日常生活での利便性確保、観光客を招き入れての地域活性化、広域
的で安定した物流などを実現するため、歴史ある街道筋を残しつつ新たな白河市内の骨格をなす道
路として、白河市を南北に縦断する国道２９４号白河バイパスを平成３０年代前半の供用開始を目指
し整備しています。

奥州白河城下全図（白河市歴史民俗資料館蔵）

奥州街道の道筋が
ほぼそのまま、現在
の国道294号となっ
ています。

道路交通が集中し渋滞が頻発 道幅が狭く歩行空間が不十分

薄葉交差点（平成２８年１月竣工）
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